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ごみ量・ごみ質の将来推計と施設規模の検討について 

 

１ 将来人口推計 

将来人口は、掛川・菊川両市の基準を統一させるため、各市の総合計画によるものではなく、

環境省が行った一般廃棄物処理事業実態調査の基準日である令和 3 年 10 月 1 日現在の住基人口

を基準として、国立社会保障・人口問題研究所(社人研)による人口推計の令和 3年を基準とした

減少率を乗じて求めた。 

結果は、令和 13年度では、掛川市 109,972人、菊川市 46,351人、合計 156,323人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)2021 年(R3)は実績 

掛川市（人） 菊川市（人） 合計（人）

2021 R3 116,569 48,022 164,591

2022 R4 115,957 47,878 163,835

2023 R5 115,345 47,734 163,079

2024 R6 114,733 47,590 162,323

2025 R7 114,121 47,446 161,567

2026 R8 113,445 47,273 160,718

2027 R9 112,769 47,100 159,869

2028 R10 112,093 46,927 159,020

2029 R11 111,417 46,754 158,171

2030 R12 110,741 46,581 157,322

2031 R13 109,972 46,351 156,323

2032 R14 109,202 46,120 155,322

2033 R15 108,433 45,890 154,323

2034 R16 107,663 45,659 153,322

2035 R17 106,894 45,429 152,323

2036 R18 106,008 45,160 151,168

2037 R19 105,122 44,891 150,013

2038 R20 104,236 44,622 148,858

2039 R21 103,350 44,353 147,703

2040 R22 102,464 44,084 146,548

2041 R23 101,555 43,786 145,341

2042 R24 100,646 43,489 144,135

2043 R25 99,736 43,191 142,927

2044 R26 98,827 42,894 141,721

2045 R27 97,918 42,596 140,514

2046 R28 97,009 42,298 139,307

2047 R29 96,100 42,000 138,100

2048 R30 95,190 41,703 136,893

2049 R31 94,281 41,405 135,686

2050 R32 93,372 41,107 134,479

資料２ 
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２ ごみ排出量 

（１） 推計方法 

 ごみ排出量は、生活系ごみと事業系ごみの分類で、将来人口推計を試算に加え、５つのケー 

スについて行った。 

 

ケース１ 現状維持ケース 

  生活系ごみを現状維持として、人口推計のみ加味して推計した。 

  事業系ごみは、新型コロナの影響が少なくなっている傾向や人口減少の影響が生活ごみほど大

きくないことから、過去 5年間の実績に基づき令和 3年実績値の維持とした。 

 

ケース２ 排出抑制値を仮定して加算したケース 

  生活系ごみ、事業系ごみについて、排出抑制値を仮定して試算を行った。 

 ・生活系ごみ 

  令和 8年度までに可燃ごみ 5ｇ/人日削減し、それ以降も維持した場合 

  令和 8年度から 5年間毎年 1ｇ/人日ずつ資源に移行すると設定 

・事業系ごみ 

  令和 8年度までに可燃ごみ各市 50ｔの削減、それ以降も維持した場合 

 

ケース３ 過去実績に基づくトレンド推計ケース 

  生活系ごみ、事業系ごみについて、過去 5年間の実績に基づくトレンド推計を実施した。 

 ・生活系ごみ 

  平成 29年度～令和 3年度実績値を基に推計した。 

・事業系ごみ 

  事業系ごみは、新型コロナの影響が少なくなっている傾向や人口減少の影響が生活ごみほど大 

きくないことから、過去 5年間の実績に基づき令和 3年実績値の維持とした。 

 

ケース４ プラスチック資源循環法による分別回収を試算したケース（R13以降はﾄﾚﾝﾄﾞ推計） 

  ケース３の過去 5年間の実績に基づくトレンド推計を基に、本年 4月 1日施行の「プラスチッ

クに係る資源循環の促進等に関する法律」の施行に伴う製品プラスチックの分別回収を実施する

ことを仮定した試算を行った。 

・生活系ごみ 

令和８年度から実施し、令和 13年度までに 6.0ｇ/人日移行し、それ以降も維持した場合 

・事業系ごみ 

令和 13年度までに 360ｔ（掛川 260ｔ、菊川 100ｔ）排出抑制し、それ以降も維持した場合 

 

ケース５ プラスチック資源循環法による分別回収を試算したケース（R13 以降は国ｼﾅﾘｵ推計） 

  ケース４を基に、令和 13年度以降は、環境省の「廃棄物・資源循環分野における 2050年温室

効果ガス排出実質ゼロに向けた中長期ｼﾅﾘｵ案（拡大計画ｼﾅﾘｵ※１）」に基づく試算を行った場合 

  ※１ プラスチック製買い物袋有料化、バイオプラスチック類導入（2030年約 200万ｔ）、食品 

ロス発生量について 2030年度までに 2000年度比で半減 等  
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（２） 推計結果 

① ごみ年間総排出量 

令和 13年度のごみ総排出量について、ケース１については、令和３年度比で 1,424ｔ減の 

36,375ｔ、ケース２については、1,810ｔ減の 35,989ｔ、ケース３については、2,820ｔ減の 

34,979ｔ、ケース４及びケース５については、3,180ｔ減の 34,619ｔであった。 

※ 表１・図１は別添 

 

② ごみ年間焼却処理量 

令和 13年度のごみ年間焼却量について、ケース１については、令和３年度比で 1,232ｔ減 

   の 31,128ｔ、ケース２については、1,938ｔ減の 30,422ｔ、ケース３については、2,403ｔ 

減の 29,957ｔ、ケース４及び５については、3,143ｔ減の 29,217ｔであった。 

※ 表２・図２は別添 
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３ ごみ質 

（１）ごみ質の現状 

  ① ごみの組成等 

平成 24年度から令和 2年度までの過去 9年間のごみ質調査結果の推移は表 1に示すとおり 

  である。 

令和 2年度のごみの組成は、紙、布類が 49.5％で最も多く、次いでビニール、ゴム類（24.0％）、 

木、竹、わら類（10.0％）、厨芥類（9.9％）、その他（5.1％）、不燃物類（1.7％）であった。 

 

表３ 環境資源ギャラリーのごみ質調査結果の推移（過去 9年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 環境資源ギャラリーのごみ質調査結果の推移（過去 9年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 環境資源ギャラリーのごみの組成割合（過去 9年間平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

142.3 136.8 120.5 139.8 106.8 142.8 121.0 120.5 140.3

45.8 50.7 46.4 53.8 48.7 52.2 47.4 43.8 49.5

25.3 20.0 23.2 23.9 26.8 21.9 26.3 30.1 24.0
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② 将来のごみ質の試算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４　ごみ質別焼却量の推移

15,986 49.4 14,889 51.0 10,501 55.4

7,766 24.0 6,822 23.3 2,317 12.2

3,236 10.0 2,822 9.7 2,302 12.2

3,204 9.9 2,794 9.6 2,279 12.0

550 1.7 479 1.6 391 2.1

1,618 5.0 1,411 4.8 1,151 6.1

32,360 100.0 29,217 100.0 18,941 100.0

※R32は環境省のシナリオ案を基に試算を行った場合のケース５の試算

図５　ごみ質別焼却量の推移
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４ 一般廃棄物の施設規模設定 

  上記の推計結果によるごみ焼却量を基本に、各ケースについての施設規模の設定を行った結 

果、施設規模の設定は下記の結果であった。 

  ※ 設定に当たっては、基本構想における試算を用いた。 

   

  表４ 焼却量推計に基づく施設規模設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 ケース１ ケース２ ケース３ ケース４ ケース５ 基本構想

基本構想における供用開始目標年度 31,128 30,422 29,957 29,217 29,217 28,681

計画年間日平均処理量(t) 年間ごみ排出推計量÷365日 85 83 82 80 80 79

実稼働率(%) 実稼働日数280日÷365日 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77

調整稼働率(%)
やむを得ない一時停止等による処理

能力の低下を考慮した係数
0.96 0.96 0.96 0.96 0.96 0.96

①施設規模(t/日)
計画年間日平均処理量÷実稼働率÷

調整稼働率
115 113 111 108 108 106

②災害廃棄物対応能力(t/日) ①施設規模の10％程度 12 11 11 11 11 11

計（①+②） 127 124 122 119 119 117

設定 130 125 125 120 120 120

27,797 27,176 24,103 23,802 18,942 －

設定 115 115 100 100 80 －施設規模の設定(t/日)

区分

Ｒ１３  年間ごみ焼却量(t)

施設規模

算出条件

施設規模の設定(t/日)

Ｒ３２　年間ごみ焼却量(t)


